
消防団に関する理解の促進について

資料５



○ 消防団への加入にあたっては、住民が消防団の存在を認知し、興味を持ち、加入意欲をもっても

らわなければならない。

○ そのためには前提として、消防団全体のイメージアップや、社会全体で消防団を応援していこう

という雰囲気を醸成することが重要となる。

○ そのため、消防団に関する広報は、①住民の加入意欲を促進する広報と②消防団自体のイメージ

を向上させる広報を充実させていく必要がある。

○ 現在も、①については消防庁の消防団オフィシャルウェブサイトの各種コンテンツ、入団促進

キャンペーン、ＰＲムービーコンテスト、各市町村の広報誌等によるＰＲなどにより、②について

は総務大臣感謝状・消防庁長官表彰をはじめとした各種表彰、日本消防協会による消防団応援の店

及び消防団応援団の取組を行っており、一定の効果を得ているものと考えている。

○ 従来の取組に加え、今後消防団の加入促進やイメージ向上のため、どのような広報をしていくべ

きか。

これまで実施した消防団の全国的な広報について①
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これまで実施した消防団の全国的な広報について②

取組内容 主体 概要

消防団オフィシャル
ウェブサイト

消防庁 ３ページ

消防団員インタビューの紹介 消防庁 ４ページ

消防団員入団促進
キャンペーン

消防庁 ５ページ

消防団充実強化取組事例 消防庁 ６ページ

消防団ＰＲムービー
コンテスト

消防庁 ７ページ

全国消防団員意見発表会 消防庁 ８ページ

消防団関係の主な表彰 消防庁等
９ページ～
１０ページ

女性・若者等消防団加入促進
支援事業

消防庁 １１ページ

取組内容 主体 概要

消防団応援の店
日本消防
協会

１２ページ

おはよう！ニッポン全国消防団
（ラジオ番組）

日本消防
協会

１３ページ

地域防災力の充実強化と消防団
～新時代に対応した

消防団運営～

日本消防
協会

１４ページ

地域防災に関する総合情報誌
「地域防災」

日本防
火・防災
協会

１５ページ
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消防団活動の広報のため、令和２年度に消防団オフィシャルウェブサイトのリニューアルを実施

（参考）消防団オフィシャルウェブサイトのリニューアル

消防団 オフィシャルウェブサイト

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/
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消防団員へのインタビューを通して、消防団でのやりがいや魅力、活動の中で得たものなど、団員の
生の声を発信。

（参考）消防団員インタビューの紹介

消防団員の紹介｜消防団 オフィシャルウェブサイト

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/about/interview/

○学生消防団員へのインタビュー

4



1．趣旨
毎年度、１月から３月までの間を「消防団員入団促進キャンペーン」期間と位置づけ、地方公共団体

等と連携し、消防団員の入団促進に係る啓発、広報の全国的な展開を図る。

２．令和３年１⽉〜３⽉における取組（概要）
○ 消防団員入団促進全般
ポスター・リーフレット等を作成し、
ファミリーレストラン等で掲示・配付。

○ 女性の入団促進
女性消防団員に着目した
ポスター・リーフレット等を作成し、掲示・配付。

（参考）消防団員入団促進キャンペーン

消防団員の入団促進用ポスター 学生消防団員の入団促進用リーフレット

○ 国民に対して消防団を広く周知
入団促進PＲに関する動画等を対象とする消防団ＰＲムービーコンテス
トの実施 など

○ 被雇用者の入団促進

企業と消防団員の関わりに着目したリーフレット等を作成し、掲示・配
付。

企業向け消防団員 入団促進用リーフレット

○ 学生の入団促進
学生消防団員に着目した
ポスター・リーフレット等を作成し、掲示・配付。
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消防団の充実強化を図るため、全国の消防団の取組事例を収集しウェブサイトにて情報提供している。

（参考）消防団充実強化取組事例の紹介

消防団充実強化取組事例｜消防団 オフィシャルウェブサイト

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/torikumi‐jirei/

1．趣旨

２．取組事例
〇 青森県 青森市
「消防団員入団促進プロジェクトチームの設立」

固定概念に捉われない自

由な発想で、新たな入団促進を

実施することを目的に、若い団

員を中心とした「青森市消防団

入団促進プロジェクトチーム」を

設立。

〇 埼玉県 さいたま市
「消防団体験フェアを開催しました」

消防団への入団を促進するた

め「消防団体験フェア」を開催。

来場者が消防団の活動を体験

することに重点を置き、消防活

動をより深く理解してもらえるイ

ベントとなった。

〇 富山県 高岡市
「消防団訓練指導リーダー研修の実施」

専門的な知識と技能をもって

指導にあたる消防団員を養成す

るために「消防団訓練指導リー

ダー研修」を実施。修了者は習

得した知識・技能を共有し、分団

の組織強化と活性化を図る。

〇 香川県 善通寺市
「女性消防団による防災普及啓発活動」

善通寺市女性消防団は、地域

における防災意識の向上を目的

として、市民を対象とした防災・

防火・応急手当の普及啓発や、

児童を対象とした防災普及啓発

劇を実施している。
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我が街の消防団をＰＲする動画を募集し、消防団の認知度向上を図り、加入促進につなげる。
応募された作品から、最優秀賞、優秀賞を決定し、消防庁長官が表彰。

（参考）消防団ＰＲムービーコンテスト

【最優秀賞】
「地域で活躍！女性消防団員」 金沢市消防局（石川県）

＜受賞作品（令和２年６⽉表彰）＞
【優秀賞】
「高森町消防団広報番組「消防24時」～活動の紹介～」高森町役場（長野県)

【優秀賞】
「消防団員の入団促進キャンペーン」（徳島県）

【優秀賞】
「ＨＥＲＯになりたくて」 鹿児島市消防団（鹿児島県）
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○ 概要等
全国から選出された各地で活躍する消防団員が、消防団活動に関する経験や課題等を発表する会で

あり、発表内容を５名の審査員が審査し、成績優秀者を決定の上、消防庁長官が表彰する。

（参考）全国消防団員意見発表会の開催

○ 令和元年度全国消防団員意見発表会の発表者（敬称略）
（令和２年度については新型コロナウイルス感染症の影響で中止）

藤原 神奈（盛岡市消防団） 柴田 久史（舞鶴市西消防団）
野德 貴子（大崎市消防団） 清水 亜由美（尼崎市消防団）
野尻 和彦（舟形町消防団） 安達 由紀（鳥取市消防団）
佐藤 睦美（北茨城市消防団） 中川 秀兵（高幡消防組合須崎消防団）
渋谷 章弘（高岡市消防団） 江口 悦子（佐賀市消防団）
橘 博史（南アルプス市消防団）福井 由美子（大村市消防団）

○ 審査員
審査員長 塩野 裕（日本商工会議所総務部長）
審査員 青山 佳世（フリーアナウンサー、第28次

消防審議会委員）
審査員 神村 登紀恵（広島市西消防団事務局女性

消防隊隊長、消防庁消防団
等充実強化アドバイザー）

審査員 蝶野 正洋（プロレスラー、消防応援団、
（一社）ニューワールドアワー
ズスポーツ救命協会代表理事）

審査員 三宅 有子（NHK制作局第３制作ユニット
（福祉）チーフ・プロデューサー）
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（参考）消防団関係の表彰について①

消防団員の確保等に積極的に取り組む消防団（全ての消防団員、女性の消防団員、

学生の消防団員が増加した上位の消防団）に対し、総務大臣より感謝状を贈呈。

自然災害や大規模事故等の現場において、顕著な活動実績が認められる消防団等

に対し、消防庁長官が表彰。

地域住民の安全の保持、向上に顕著な功績があり、全国の模範となる消防団又は

団員確保について特に力を入れている消防団、及び消防団活動に特に深い理解や協

力を示し、消防団員である従業員を雇用しているなどの事業所等に対し、消防庁長官が

表彰。

地域に根ざした団体・組織等、多様な主体における防災に関する優れた取組等を

表彰し、広く全国に紹介することにより、地域における災害に強い安全なまちづくりの

一層の推進に資することを目的として実施するもの。阪神・淡路大震災を契機に創設。

少年消防クラブ員や指導者の意識高揚とクラブ活動の活性化を図り、少年消防クラ

ブの育成発展に寄与することを目的として、活動が活発なクラブ等を表彰。

○ 消防庁は、消防団等の社会的評価を高めるため、以下の表彰等を実施している。

○ 総務大臣感謝状（平成25年度～）令和２年度：47団体

○ 防災功労者消防庁長官表彰（平成16年度～）令和２年度：９団体

○ 消防団等地域活動表彰（平成13年度～）令和２年度：18団体、20事業所

○ 防災まちづくり大賞（平成８年度～）令和２年度：17団体

○ 優良少年消防クラブ・指導者表彰（フレンドシップ）（昭和29年度～）
令和２年度：総務大臣賞21クラブ、指導者19人、消防庁長官賞42クラブ
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（参考）消防団関係の表彰について②

【表彰内容】 令和２年度受賞団体者数

・ 特別表彰「まとい」…………………10団

・ 特別功労章……………………………10名

・ 優良消防団（表彰旗）………………37団

・ 優良消防団（竿頭綬）………………90団

・ 功績章……………………………… 950名

・ 精績章…………………………… 2,275名

・ 勤続章…………………………… 7,783名

・ 優良婦人消防隊（表彰旗）…………14隊

・ 優良婦人消防隊員（功績章）………10名

・ 永年勤続職員表彰…………………… 5名

○ 日本消防協会などにおいても、消防団等の社会的評価を高めるため、以下の表彰等を実施している。

○ 日本消防協会定例表彰（昭和24年度～）令和２年度：151団体、11,033名

○ 「防火防災に関する」作文コンクール（平成12年度～）
令和２年度：最優秀賞１名、優秀賞２名、佳作７名

生活協同組合全日本消防人共済会において、毎年全国の中

学生を対象として「防火防災に関する」作文コンクールを開催。
「みんなと一緒に地域を守る消防団」を作文のテーマとし、

佳作以上の10作品は入賞作品集として全国の消防関係機関、市
町村役場、支部推薦中学校等へ配布される。

第71回定例表彰式（平成31年3月）

特別表彰「まとい」
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事業所の従業員、大学の学生が入団することを前提に、都道府県や市町村が、地域の企業や大学と連携して消防団員を確

保する取組を支援し、新規分団の設立や訓練に要する経費等を事業対象経費として支援する。

【趣旨及び事業内容】

（参考）企業・大学等との連携による女性・若者等消防団加入促進支援事業

都道府県・市町村
（消防団）

自治体が行う先進的な取組を
委託調査事業として採択

事業所

大学

連携 事業対象経費（例）
・事業所と市町村が連携して実施する防災訓練の経費
・災害対応用に企業の自衛消防組織が整備する資機材の経費
・学生消防団の創設・活動経費
・女性分団の新規設置に関する経費（訓練経費、ユニフォーム経費等）
・自治体間で連携して行う企業への入団の働きかけに要する経費【Ｒ２拡充】

事業対象経費（例）
・事業所と市町村が連携して実施する防災訓練の経費
・災害対応用に企業の自衛消防組織が整備する資機材の経費
・学生消防団の創設・活動経費
・女性分団の新規設置に関する経費（訓練経費、ユニフォーム経費等）
・自治体間で連携して行う企業への入団の働きかけに要する経費【Ｒ２拡充】

事業所の従業員・

大学生が消防団へ入団

消防庁

企業

従業員

消防団
従業員の

一部が入団

市町村

合同訓練

大学

大学生 大学生分団
設立

市町村

（購入経費を
本事業で
対象とする）

大学生が
入団

ユニフォーム、
資機材

防災用
備蓄品

（事業の取組イメージ）

企業が整備
する資機材

（訓練経費や
資機材購入経費

を本事業で
対象とする）

R3予算：1.3億円
R2予算：1.2億円（33事業）
R1予算：1.2億円（28事業）
H30予算：1.2億円（35事業）
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（参考）消防団応援の店
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（参考）おはよう！ニッポン全国消防団（ラジオ番組）
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○ 「おはよう！ニッポン全国消防団」は、消防応援団※の協力を得て、全国各地で頑張っている消防
団員にエールを送るとともに、一般の方々にも消防団活動等について理解を深めてもらうために、
日本消防協会が平成18年４月から15年以上にわたって提供しているラジオ番組。
※「消防応援団」とは

一般の方々に消防団の活動の様子やその大事さを知っていただき、かつ、消防団員の皆さんへ力強い激励をしていただくために、
芸能界、スポーツ界等の著名な方々により、平成17年に結成された組織。

○ 番組では、消防応援団の方による、実際の消防団員へのインタビューの模様などを取り上げ、リ
スナーが、消防団を身近に感じられる内容となっている。

○ 放送は、毎週日曜日の朝（一部放送局では毎週土曜日）で、ニッポン放送をキー局とする全国30
局ネット。

水前寺清子氏によるラジオ収録の様子

（日本消防協会提供）

おはよう！ニッポン全国消防団 ゲスト応援団一覧

平成30年度 平成31年度/令和元年度 令和2年度

４月 梅田 彩佳 ４月 柏原 芳恵 ４月 徳光 和夫

５月 東 貴博 ５月 沢田 亜矢子 ５月 里崎 智也

６月 浅香 唯 ６月 振分親方 ６月 増田 明美

７月 山田 邦子 ７月 黒江 透修 ７月 照英

８月 有森 裕子 ８月 ガッツ石松 ８月 佐藤 水香

９月 舞の海秀平 ９月 浅香 唯 ９月 林家たい平

10月 麻木 久仁子 10月 有森 裕子 10月 浅香 唯

11月 松本 明子 11月 舞の海秀平 11月 ガッツ石松

12月 平野 啓子 12月 ジュディ・オング 12月 早見 優

１月 片岡 安祐美 １月 水前寺 清子 １月 蝶野 正洋

２月 松村 邦洋 ２月 松本 明子 ２月 水前寺 清子

３月 佐藤 水香 ３月 ビビる大木 ３月 サンドウィッチマン



（参考）地域防災力の充実強化と消防団～新時代に対応した消防団運営～
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消防団の充実強化及び活性化の促進を図るため、消防団運営の活動事例等を冊子にまとめている。

○ 消防団の充実強化及び活性化の促進を図るために

2006年に創刊。

○ 若年層の入団促進・地域への消防団PRならびに機

能別団員の採用など、新時代に対応した消防団運営

の活動事例等を紹介している。

「2020 地域防災力の充実強化と消防団～新時代に対応した消防団運営～」

表紙より



（参考）地域防災に関する総合情報誌「地域防災」

地域防災に関する総合情報誌に消防団活動に関する記事を掲載することで、消防団活動の紹介を
行っている。

15

総合情報誌「地域防災」４月号表紙より

○ 「消防団を中核とした地域防災力の充実強化に関

する法律」（平成25年12月）の趣旨を実現するため

に2015年４月に創刊。

○ 2021年４月号では佐賀県嬉野市消防団女性部の活

動を紹介する記事を掲載。



消防団の広報に関する論点①

○ これまで行ってきた広報により「消防団」そのものの認知は広まってきているが、地方公共団体

アンケート結果から「消防団の社会的意義」に係る認知については、必ずしも十分ではないと考え

られる。

○ 特に消防団の社会的意義の認知に向けて、消防団が災害時に活躍している姿や実績、また消防団

のやりがいを中心に消防団自体のイメージアップを図っていくためには、これまでの広報ツールを

引き続き活用・強化することが重要である。

・ 活動について地域住民に啓蒙していただければもっと協力できたり、身近な活動の手伝いも出来ると思う。
日常の活動が余り知られていない気がする。

・ 市にとって非常に大切な団体であることから、市民として、応援したいと思います。消防団の皆さんは家庭も
ありながらの活動に頭が下がります。

・ 昔ながらのやり方では、新入団員の獲得は厳しいため、消防団全体で最低限の出役で済ませるなどを勘案し、
消防団員の募集に取り組んで頂きたいです。

・ 消防団に対するイメージが悪い。火災などの災害時に必要だが無災害時には遊んでいるだけのイメージがある。
操法の練習があることで大変で入団を断られるケースが多い。

・ 事業所の優遇だけ受けて団活動がやりにくい（活動に出られない）等あると聞いている。地域をあげて活動を
バックアップできたらと思う。今は団活動が不透明（何をやっているか地域の人がわからない）なので、
ＰＲ出来る事を何かやって理解して貰う機会を作ると良い。

【参考】岐阜県高山市実施のアンケートに寄せられた消防団に関する市民からの主な意見
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消防団の広報に関する論点②

○ また、消防団員の加入促進のためには、加入しようと思った人が、必要な情報を入手し、加入申

請を行うまでのハードルを下げることが必要となる。

○ 若年層の多くが、インターネットで情報を入手していることを踏まえると、各地方公共団体の

ウェブサイトにおいて、団・分団の活動内容や、やりがい、処遇等をわかりやすく掲載しておく必

要があるのではないか。

○ また、ウェブサイトを見て興味を持った人が、そのままオンラインで加入申請ができるような仕

組みを設けるのが効果的ではないか。

○ なお、消防庁ウェブサイトでは、消防団への入団フローをトップページに掲載したうえ、全国の

消防団の概要や連絡先等を記載した「あなたの街の消防団」というページにアクセスしやすいよう

な構成としている。
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スマートフォンなどのインターネット環境を通じて、
時間を気にせず、いつでも簡単に入団へのエントリー
手続きを開始

⼊団希望者

⼊団⼿続きまでの流れ

スマートフォン、パソコンなど

特別区消防団ＨＰ
・申請⽇
・エントリー⽬的
・⽒名
・⽣年⽉⽇（年齢）
・⼊団条件
・住所
・電話番号
・メールアドレス など

消防署から⼊団希望者
へ電話連絡

分団⻑

・⼊団希望者へ電話連絡
・個⼈⾯談の実施
・消防団の説明
・⼊団⼿続の説明 など

東京消防団エントリーシートの導⼊

（参考）消防団へのオンライン入団申込みの例（東京消防庁）
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⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟
登録件数

令和２年１０⽉１⽇から運⽤開始
令和３年３⽉３１⽇までの登録件数１３１件、⼊団⼿続き中９６件 ⼊団率７３.２％
１ 登録者性別

男性 ９０名
⼥性 ４１名

３ 活動形態

居住 １２１名
勤務・通学 １０名

４ 登録曜⽇

５ 時間外(17時00分〜翌9時00分)
時間外登録６３件→⼊団⼿続き４４件

69%

31%

男⼥別

男性 ⼥性

92%

8%

居住地 通勤・通学

63
68

時間外 時間内

２ 世代別

10・20代 ４６件
30代 ２６件
40代 ３０件
50代 ２１件
60代 ８件

10・20
代

30代

40代

50代

60代
世代別

10・20代 30代 40代 50代 60代

⽇ ⽉ ⽕ ⽔ ⽊ ⾦ ⼟
26 21 20  22 13 14 15

計131件

東京消防団エントリーシート分析結果

（参考）消防団へのオンライン入団申込みの例（東京消防庁）
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消防団の広報に関する論点③

○ 他方、消防団を未来につなげていくためには、若年層の消防団への加入が必要であることを鑑み

れば、若年層への広報として、10代・20代の９割以上※が使用するSNSを用いた広報も行うことが

重要であると考えられる。

※ 総務省が実施した令和元年通信利用動向調査（令和２年５月29日公表）によると、10代・20代

のうちLINE、Facebook、Twitterなど主なSNSのうちひとつでも利用している者の割合が90％を超

えている。

○ SNSは、広告媒体を用いた一方通行的な広報ではなく、双方向かつ直接的に相手方に情報を届け

ることができ、消防団の活動を認知又は入団に興味をいただいている方へ直接的かつ丁寧に、入団

を促すには適した広報手段といえる。

○ 特に、これまでの広報により消防団自体の認知が進んでいる状況で、消防庁をはじめとする公的

機関が行うSNS上の広報を契機に、SNS上で実際の消防団員が消防団に入ってよかったこと等の“生

の声”が自発的に発信されれば、さらに入団を検討する方が増えるという相乗効果を期待すること

ができる。
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消防団の広報に関する論点④

○ 一方で、SNSは、肯定的な情報だけではなく、否定的な情報も発信することができる、いわば諸

刃の剣の側面を持つ。

○ 実際にTwitterで「消防団」・「操法」と検索すると、行政機関・消防団が発信する情報以外

は、否定的なつぶやきが多くなっている。

○ 現在の若年層の価値観にそぐわない消防団活動を続けている場合、このような消防団活動の負の

側面が大きく取り沙汰される可能性がある。

○ 広報の充実の前提として、資料３で述べたように、まずは消防団自身のあり方を見直すことも必

須と考えるがどうか。
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